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これまでの電通の取組
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（１）社としての取組

第１回 「生物多様性とは？」

第２回 ①「生物多様性と農林水産業」 ②「ネイチャーテック活用による企業価値向上のシナリオ」

第３回 生物多様性とＮＧＯとの連携

①「ものづくり生命文明機構と経産省の現状施策と将来構想」

②「国際ＮＧＯとのパートナーシップ」

第４回 生物多様性に関する活動紹介

（地方自治体／国際研究機関／企業／ＮＧＯ／ＮＰＯ／メディアなど）

第５回 ①第3次生物多様性国家戦略の概要について ②ＣＯＰ10誘致構想の説明

③誘致構想策定委員会委員からＣＯＰ10誘致構想について

④今後の生物多様性の動向とポイント

②「電通 生物多様性戦略コミュニケーション研究会」 の実施
（2006年12月～2007年12月）

③「アドバタイジング 第17巻－生物多様性とビジネス－」

の出版

④ 生物多様性推進部の立ち上げ （2009年1月1日）

① 生物多様性というテーマとの出会い



（２）官公庁関係事業の実績

●コミュニケーションワードの作成

●「地球いきもの応援団」の結成

3

① ＣＯＰ１０誘致構想の策定 （2007年8月～2008年3月）

② 生物多様性広報戦略の策定 （2008年２月～３月）

③ 生物多様性広報・参画推進業務の実施 （2008年８月～現在）

大桃美代子

さかなクン

滝川クリステル

養老孟司



コミュニケーションワードの浸透
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■ 「エコプロダクツ2008」（12/11-13東京
ビッグサイト）の各企業ブースにおける使用

■ 毎日新聞元旦特集



（３）生物多様性に関する企業団体
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● 経団連 自然保護協議会

● 企業と生物多様性イニシアチブ

1992年設立。会員企業110社（2008年10月現在）

ー COP9（ボン）へ視察団派遣（2008年5月）

ー IUCN世界大会（バルセロナ）へ視察団派遣（2008年10月）

ー 生物多様性に関するシンポジウム等を多数開催

2008年4月設立。生物多様性の保全を目指して積極的に行動する企業の

集まりとして発足。会員企業21社（2009年1月現在）

※電通は、上記２団体の会員企業



（４） メディア関係の実績
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① 新聞特集

■2008年６月１日

中日新聞

ＣＯＰ１０誘致特集

■2008年９月～１０月

中日新聞

「いきものすべてと手をつなごう」特集（全１２ページ）



（４） メディア関係の実績
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③ テレビ番組

■岡山放送 中四国エリアブロックネット

「地球にやさしいエコ委員会プレゼンツ 日本列島グッドジョブ大賞！」

（2007年12月24日）

■沖縄放送 九州エリアブロックネット

「日本列島グッドジョブ大賞！ 沖縄で見つけたサンゴ再生物語」

（2008年３月20日）

② 雑誌特集

■ナショナルジオグラフィック日本版 特別編集版

（2008年12月）

「失われゆく生物多様性」



生物多様性をめぐる報道状況

２



（１）報道における「生物多様性」の登場状況
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日経テレコン２１調べ（新聞・専門紙・雑誌・ニュース配信）
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（２） ＣＯＰ１０の認知状況
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■生物多様性に関する意識調査（中日新聞2008.12.18）



（３）「企業と生物多様性」の切り口で見る報道事例
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■フジサンケイビジネスアイ（2008.9.24）

■朝日新聞（2008.11.19）



（４） 「農林水産業と生物多様性」の切り口で見る報道事例
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■朝日新聞（2008.10.21）

■日経ＭＪ（2009.1.12）



これからの電通の取組
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これからの電通の取組
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① 新聞企画

② 雑誌企画

③ 民間企業との協力 等

本業（＝コミュニケーション）を通じた
生物多様性の普及・広報に努める



ＣＯＰ１０に向けた
日本からの発信について

４



（1） ＣＯＰ10は世界に向けた日本の取組の発信のチャンス
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● 街の盛り上がり

街の各所に貼られた生物多様性をＰＲする看板
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（1） ＣＯＰ10は世界に向けた日本の取組の発信のチャンス

● 展示スペース「プラザ・オブ・ダイバーシティ」 （214ブースが展開）

ＵＮＥＰＩＵＣＮ

ＮＧＯブース



（1） ＣＯＰ10は世界に向けた日本の取組の発信のチャンス
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● 展示スペース「プラザ・オブ・ダイバーシティ」 （214ブースが展開）

子どもたちとの交流

バイオミミクリーに関する展示



（1） ＣＯＰ10は世界に向けた日本の取組の発信のチャンス
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● マスコミの高い注目

記者会見場

ＣＯＰ10開催決定時の記者会見



（２） コミュニケーション戦略の考え方
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「誰に」

「何を」 ‥日本ならではのコンテンツを

「どのように」
・ エクスカーション

・ 技術展示

・ シンポジウム

・ テレビ番組 などで

‥世界の人々・メディアに



（３） 発信するコンテンツ案
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① 第一の軸 ～伝統～

●いきものブランド

●里山・里海

●棚田・農村景観

●エコツアー

② 第二の軸 ～先端～

●バイオマス（特に非食用）

●ものづくり（農商工連携・バイオミミクリー）



（４） 生物多様性の取組を持続可能にするために
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●メディアだけでなく、ビジネスを動かすこと。

●生物多様性に配慮した財やサービスを提供

する事業者と連携すること。

●連携のために 「マーク」を活用すること。

●ＰＲや広告で様々な取組をつなげていくこと。

（取組のヒント）



電通は、これからも生物多様性を

世の中に広めていくお手伝いをしてまいります。

本日はありがとうございました。
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